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六球法 三体法 立方体甲乙 長方体甲乙 三角罫 置箸法 置環法 図画法
刺紙法 繍紙法 剪紙法 織紙法 組板法 摺紙法 豆工法 模型法 博物理解
物体教科 計数 鎖連法
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関与者 古市静子 湯浅初子 宗方光 海老名リン
園名 駒込幼稚園 榎坂幼稚園 宇土幼稚園／熊本幼稚園 若松幼稚園
設立年 明治１９年 明治２０年 明治１９年／明治２０年 明治２６年
形態 私立 私立 私立／準区立 私立
設立地 東京 東京 宇土町／熊本市 会津若松町


































































































































































































































六球 三の体 木ノ積立ノ部〈木ノ積立第一第二・木ノ積立第三・木ノ積立第四〉 板排ノ部〈正方
形ノ板・直三角板・不等辺三角板〉 板組ノ部〈板組〉 箸排ノ部〈第九玩器〉 鐶排ノ部〈第十玩

















































































































修身話（〇・４８） 庶物話（〇・４７） 唱歌（〇・４６） 戸内遊戯（×・４７）
戸外遊戯（〇・４５） 六球（〇・１４） 三体（×・１０） 積木（〇・４８） 板排（〇・４７）
箸排（〇・４７） 鐶排（〇・３９） 畫方（〇・４４） 刺紙（×・１２） 繍紙（×・４４）
豊田芙雄と草創期の幼稚園教育に関する研究；補遺１ ４９
剪紙（×・４４） 織紙（×・４５） 組紙（×・２０） 摺紙（〇・４７） 豆細工（〇・４６）
粘土細工（×・１６） 繋方（〇・４６） 讀方（×・２６） 書方（〇・２５） 計方（〇・３３）
會集（×・９） 連板（×・２） 組板（×・２） 養畜（×・１） 紙ヨリ（×・１）























































































































積木 板並べ（板排） 箸環並べ（箸排・環排） 縫取 剪紙 摺紙 豆細工 織紙 畫方（画き方）
前 村 晃５２
画き方については、石盤や白紙、鉛筆等が用いられ、各組思うままに随意に描かせることとしたとある
のは、明治３０年代以降のことかと思われるが、若松幼稚園でも園児たちは小学校のような「臨画」方式に
は早くから馴染まなかった模様である。唱歌では「家鳩］「我が子よかれ」などが歌われたという記述が
残っている。
リンの幼稚園経営は意欲的で、明治２７年（１８９４）４月、川原町鈴木やす方を借り、保姆に原田いそを雇っ
て第一分園を設けている。ここでは園児が思うように集まらず赤字となったため、翌年、桂林寺町に移し
て、園児３０名を集めて再開している。第一分園はその後栄町に移り、栄町分園と称しているが、栄町以後
も、大正３年（１９１４）、当麻町へ移り、昭和５５年（１９８０）、現在地へと移っている。これが現在の若松第二
幼稚園である。さらに、リンは、明治３８年（１９０５）１０月２３日、材木町宮森米店の蔵座敷を借りて、園児４０
名、保姆見習い２名で第二分園を開園している。
また、リンは、明治２６年（１８９３）７月１２日、幼稚園の建物の一部を使って私立若松女学校を設立してい
る。最初の生徒は４名であるが、リンの理想は高邁であり「我若松の如きは県下の大市にして、会津尋常
中学校なるものありて、男性の為に設けられて既に久し。然るに未だ嘗て女子のために何等の計画あるを
聞かず。これ実に男性に厚して女子に薄しというべし。豈地方の欠点ならずや。」と断じて、若松女学校
を興す所以を述べ、その目的を「徒に空理に馳するが如きを避け、勉めて有用の学を授け良妻賢母たるに
適する女性を陶冶し、兼ねて地方女性の弊風を掃蕩し、女性たるの品位を進め、東洋古来の国粋と西洋近
時の神髄とを、併せ有せしめんことを期するにあり。」と高らかに謳っている（６１）。
ここでも明確にキリスト教主義を前面に打ち出しているわけではないが、キリスト教信仰に裏付けられ
た男女平等感を見ることはできる。リンの場合も、キリスト教では人間はみな等しく神の子であり、男女
の違いも、貧富の差も、職業の違いもなく平等であるということを根底に置いていることは明らかである。
そこから幼児教育と女子教育の重要性も引き出されてくるのである。
リンの家族とキリスト教との関係に触れておくと、明治３２年（１８９９）、家族では母・まつが最初に洗礼
を受け、次に、明治３３年（１９００）、娘・モトが受洗し、明治３６年（１９０３）２月２２日、キリスト教を毛嫌い
していた夫・季昌が受洗している。また、モトの夫・磐生も受洗し、家族そろってキリスト教信者となっ
ている。特に季昌の受洗はリンにとって無上の喜びだったようである。
リンの会津女子校は、明治２７年（１８９４）、私立会津技芸学校を吸収合併し、翌年、会津女学校と改称し
ている。リンは、これを高等女学校とするつもりであったが、経営の厳しさもあって、明治３６年（１９０３）、
会津市へ移管することになり、リンの期待とは異なり会津市立女子技芸学校となっている。会津市立女子
技芸学校は、明治４２年（１９０９）、リンが望んでいた「福島県立会津高等女学校」（後、福島県立会津女子高
等学校。現・福島県立葵高等学校）となるが、この年４月２０日、リンは肺結核で死去している。６１歳であっ
た。
リンは亡くなる前の年、明治４１年（１９０８）１月、娘・モト（２６歳）に園主を譲ったが、病魔と戦いなが
ら最期まで幼稚園経営のことを気にかけている。若松に帰郷してからの海老名リンは幼児教育と女子教育
の世界で活躍を続けるが、リンの苦闘は経営上の問題だけでなく、常に病気との闘いが付随している。ま
だ特効薬のなかった結核との戦いである。古市静子と同様に、幼稚園経営と病魔との戦いの中で、常にひ
たむきに生き続けた海老名や古市を支えたのはキリスト教信仰の力であったと思われる。
会津若松市には、平成２３年（２０１１）現在、市立４園、私立１５園の合計１９園の幼稚園がある。会津若松の
幼稚園はリンが蒔いた一粒の種に始まっている。これらの幼稚園の内海老名リンが創設した幼稚園は私立
若松第一幼稚園、若松第二幼稚園、若松第三幼稚園として存続している。
豊田芙雄と草創期の幼稚園教育に関する研究；補遺１ ５３
３ むすびに代えて
わが国の近代幼児教育を担った女性に共通するのは、順風満帆の生涯を送った人はむしろ稀であるとい
う事実である。彼女らの苦闘の根底にあるものの一つは病魔との闘いを余儀なくされているということが
あり、場合によっては、志半ばで早世することも少なくなかったということである。古市や海老名は常に
結核に悩まされ、宗方は幼児教育者となって、僅か３年ほどで病没している。これは医学、衛生学の未発
達によるものであるが、古市静子もこの時代的限界から免れることができなかった女性の一人である。
また、もう一つに彼女らは誰もが、未だ色濃く残っていた封建的な女性蔑視の風潮と闘い続けなければ
ならなかったということがある。古市静子も宗方光も海老名リンも同様である。古市と友人、知人の関係
にあった荻野吟子、松本荻江、矢嶋楫子の場合も同じである。唯一の救いは彼女らが学問、教育こそ女性
を解放する一つの手段だと直感していたことである。しかも、教育は男であれ女であれ幼児期から始める
べきだという信念を抱いていたのである。また、古市、湯浅、吉田、海老名らを共通に支えたものはキリ
スト教であった。宗方光の場合は洗礼を受けていたかどうかは不明であるが、わざわざ桜井女学校の幼稚
保育科を選び学んだことから見れば、キリスト教の影響を受けていて当然であろう。彼女らは、神の前で
は、男女の差も、大人と子どもの差も、貧富の差もなくみな平等であるという考えが、自分を救い、社会
を救うものになると信じたのである。こういう考えを持った女性が幼児教育者となったのは子どもらに
とっては幸いであったと思うし、古市静子はその代表的な女性の一人である。
ミリケン来日後の桜井女学校附属幼稚園や、ミス・ポートル、吉田鉞による英和幼稚園などの場合を除
いて、古市、湯浅、宗方、海老名の幼稚園ではなぜキリスト教主義を前面に出さなかったのかという問題
は残るが、教団や大きな組織のバックアップがない個人立の幼稚園の場合は、当時の社会状況では、経営
的に、キリスト教主義を前面に打ち出さなかったのではなく、打ち出せなかったと見るべきであろう。た
だ、たとえば古市が人を信じ、人を愛し、特に幼児教育について人一倍責任感を持ち、常に幼児教育に心
を砕いていた背景にキリスト教信仰があったことは見過ごすことはできない。保育においてキリスト教主
義を前面に出さなくても、言動の端々にキリスト教の影響が滲み出ていたことは、古市をはじめ、湯浅、
海老名、宗方の保育の実際を見れば明瞭である。
古市及び古市周辺の保育者たちが私立の幼稚園を立ち上げた時代は、直訳式の２０恩物時代からは脱しつ
つあったとはいえ、未だ恩物中心の保育であったことも特徴的である。幼児教育の方法が根本的に変わる
のはいま少し後のことである。
第二期、第三期の保育者群像の中でも、古市静子ほど試練に満ち、波乱に満ちた人生を送った人は珍し
いといえる。しかし、古市静子の周辺には、常に人格的にも社会的にも第一級の先輩、友人、後輩がいて
彼女の活動を支援していたし、そして何よりも、たとえ押し潰されそうな試練に襲われても古市は敬虔な
信仰を持つことで希有な保育者人生を生き抜くことができたのである。
〔注〕
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